
《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７

月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高

校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー

シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、

単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最

年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３

０
歳
、
帰
国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世

界
に
。
医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ

わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。

２
０
１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年
第

４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認
で

立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か
ら
、

合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を
訴
え
、

３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ
ン
ト

の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０
２

２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
兼
復

興
大
臣
政
務
官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学

技
術
・
文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。

２
０
２
４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５

１
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目

の
当
選
。
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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イ
ラ
ン
情
勢
の
影
響
で
原
油
価
格
が

上
昇
し
、
ガ
ソ
リ
ン
代
も
高
騰
。
物
流

や
農
漁
業
の
コ
ス
ト
増
を
通
じ
て
、
家

計
の
負
担
も
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
緊

急
的
な
価
格
対
策
は
必
要
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
９
割
を
海

外
に
依
存
し
て
お
り
、
こ
の
構
造
そ
の

も
の
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
「
地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
す
」
と
い
う
発
想
へ
の
転
換
が

不
可
欠
で
す
。

《
Ｆ
１
が
示
す
「
未
来
の
燃
料
」
》

Ｆ
１
が
導
入
す
る
１
０
０
％
持
続
可

能
燃
料
（
前
号
参
照
）
と
は
、
化
石
燃

料
に
頼
ら
ず
、
同
等
の
性
能
を
持
つ
燃

料
を
非
化
石
由
来
で
製
造
し
た
も
の
で

す
。
主
な
原
料
は
、
①
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
由
来
の
水
素
と
Ｃ
Ｏ₂

か
ら
つ
く

る
ｅ-

Ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
、
②
非
食
用
第
２
世
代

バ
イ
オ
燃
料
、
③
都
市
廃
棄
物
で
す
。

こ
れ
ら
は
従
来
の
ガ
ソ
リ
ン
と
同
等

の
性
能
を
保
ち
な
が
ら
Ｃ
Ｏ₂

排
出
を
大

幅
に
削
減
で
き
、
さ
ら
に
既
存
の
エ
ン

ジ
ン
車
や
イ
ン
フ
ラ
を
そ
の
ま
ま
使
え

る
「
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
燃
料
」
で
あ
る
点

に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
世
界
中

の
内
燃
機
関
車
の
脱
炭
素
化
を
一
気
に

進
め
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
す
。

《
鍵
を
握
る
「
水
素
」
》

こ
う
し
た
持
続
可
能
燃
料
の
中
核
に

あ
る
の
が
「
水
素
」
で
す
。
水
素
は
、

ｅ-

Ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
の
原
料
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
燃
料
電
池
や
水
素
エ
ン
ジ
ン
と
し

て
も
活
用
さ
れ
る
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。

水
素
は
「
作
る
・
運
ぶ
・
使
う
」
に

分
け
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
は
「
使

う
」
分
野
に
強
く
、
燃
料
電
池
車
や
水

素
ト
ラ
ッ
ク
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

ま
す
。
水
素
を
「
運
ぶ
」
技
術
に
も
強

み
が
あ
り
ま
す
。
最
大
の
課
題
は
、
い

か
に
安
く
「
作
る
」
か
で
す
。
水
素
に

は
３
種
あ
り
ま
す
が
、
理
想
と
さ
れ
る

グ
リ
ー
ン
水
素
は
電
気
代
に
左
右
さ
れ

る
た
め
、
日
本
で
は
コ
ス
ト
面
で
不
利

で
す
。

一
方
、
産
油
国
や
中
国
、
イ
ン
ド
は

安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
背
景
に
水
素
へ

の
投
資
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
中
国
は

生
産
・
消
費
と
も
に
世
界
最
大
で
す
が
、

そ
の
多
く
が
石
炭
由
来
で
Ｃ
Ｏ₂

排
出
が

多
い
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

《
田
原
市
は
“
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
前
線
”
》

こ
う
し
た
中
で
重
要
に
な
る
の
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
す
。

私
た
ち
の
地
元
・
田
原
市
は
、
日
本
最

大
級
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
広
大
な
太

陽
光
発
電
、
洋
上
風
力
発
電
の
実
証
も

進
む
、
全
国
で
も
有
数
の
可
能
性
を
持

つ
地
域
で
す
。

《
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
暮
ら
し

を
守
る
》

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
電
気
と

し
て
使
う
だ
け
で
な
く
、
水
素
や
合
成

燃
料
に
変
え
て
蓄
え
、
運
び
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
活
用
で
き
ま
す
。
余
剰
電

力
か
ら
水
素
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
車
や

船
の
燃
料
と
し
て
使
い
、
さ
ら
に
合
成

燃
料
へ
と
展
開
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
買
う
側
」
か

ら
「
生
み
出
す
側
」
へ
と
転
換
で
き
ま

す
。つ

ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

は
「
所
得
を
守
る
政
策
」
で
あ
り
、

「
地
域
を
強
く
す
る
戦
略
」
で
す
。

《
地
域
か
ら
日
本
の
未
来
を
つ
く
る
》

こ
の
地
域
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出

す
た
め
に
は
、
水
素
燃
料
電
池
ト
ラ
ッ

ク
の
普
及
な
ど
で
「
使
う
場
」
を
広
げ
、

需
要
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
ｅ-

Ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
と
水
素
の

直
接
利
用
を
並
行
し
て
実
証
し
、
技
術

の
標
準
を
主
導
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
ト
ラ
ッ
ク
や
船
舶
な
ど
、
脱
炭

素
が
難
し
い
分
野
で
の
展
開
が
鍵
と
な

り
ま
す
。

生
活
、
農
業
や
漁
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
産
業
と
雇
用
を
生

み
出
す
。
若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
け

る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
暮
ら
し
に
直
結

し
ま
す
。
外
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
こ

の
地
域
か
ら
持
続
可
能
な
未
来
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

衆
議
院
議
員

地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
る

持
続
可
能
燃
料
の
可
能
性



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

緊急的激変緩和措置 開始！

「作る、運ぶ、使う」の水素を「使う」から広げる

イラン情勢を踏まえて、原油価格高騰による石油製品価格の高騰を抑制するため、緊急的に燃料油
（ガソリン、軽油、重油、灯油、航空機燃料）に対する支援を令和8年3月19日から開始します。

ガソリン 30.2円/L
軽油 47.3円/L
灯油・重油30.2円/L
航空機燃料12.0円/L

2026年3月19日以降の支給単価

出典；経済産業省 ウェブサイトより イラン情勢を踏まえた緊急的激変緩和措置について
https://nenryo-teigakuhikisage.go.jp/assets/pdf/20260311_%E8%AA%AC%E6%98%8E%E8%B3%87%E6%96%99%EF%BC%88%E7%B7%8A%E6%80%A5%E7%9A%84%E3%81%AA%E6%BF%80%E5%A4%89%E7%B7%A9%E5%92%8C%E6%8E%AA%E7%BD%AE%EF%BC%89.pdf

出典：環境省 エコジン ウェブサイト
https://www.env.go.jp/guide/info/ecojin/eye/20231115.html

トヨタ自動車 佐藤恒治社長が「水素大動脈構想」を提案

自民党水素議連の総会にて
佐藤恒治社長と再会

2023年5月にいすゞ社のFCEVトラックを試乗。静かで、振動も
少なく、乗り心地などディーゼルとは全く違う新しい時代の幕
開けを感じました。
FC商用車をハブとして水素需給を作り、水素活用を増やしてい
くことで、さらなる水素技術の向上、水素産業全体の育成に。

開会中も土日は、地元で活動しています。
気軽にイベントなどにお声かけください！
←野依八幡社の枝垂れ桜祭りに出席。
中村竜彦県議、本多洋之豊橋市議とともに。

帰ってきた時に豊橋駅での駅頭活動も継続中→

https://nenryo-teigakuhikisage.go.jp/assets/pdf/20260311_%E8%AA%AC%E6%98%8E%E8%B3%87%E6%96%99%EF%BC%88%E7%B7%8A%E6%80%A5%E7%9A%84%E3%81%AA%E6%BF%80%E5%A4%89%E7%B7%A9%E5%92%8C%E6%8E%AA%E7%BD%AE%EF%BC%89.pdf
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